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１．はじめに

　妊娠期女性は，10ヶ月という短期間に急激な身体変化を経験す

る。例えば，外見的変化では，非妊娠時の３～５倍にもなる乳房

の膨らみ，重心の移動により妊婦特有の身体つきになり，妊娠期

間を通して平均12㎏程度体重が増加する。また，体内においても

つわりによる消化器，胎児の発育を助けるための胎盤からのホル

モン分泌に代表される生理学的プロセスが急激に変化する。この

ような身体変化は，妊娠期女性の認知，情動，行動，人格，自己

等，多岐にわたり変化を及ぼすことが知られている（e.g., 

Ammaniti, et al., 1992）。このような心理変化は不可逆性を持ち，

妊娠以前に持っていた基本的な感覚の多くが再構成される（Fava-

Vizziello, Antonioli, Cocci, & Invernizzi, 1993）。すなわち，妊娠

期女性は，身体面および心理面において劇的な変化を経験するこ

とから，女性の生涯にわたるライフコースを捉える上で，妊娠期

に着目することは重要であると考えられる。

　妊娠期女性の心理について検討した研究は，欧米においては1960

年代から，国内においては1970年代後半ごろからみられる（e.g., 

Hooke & Marks, 1962 ; 花沢 , 1977a）。妊娠期女性を対象とした

研究は，現在に至るまで続けられているが，国内においては，妊

娠期女性の心理面を扱った研究を体系的に展望した研究は必ずし

も十分ではない。そこで，本研究ではまず，否定的感情や母性と

いった妊娠期女性の心理面を扱った古典的な研究を取り上げ，当

初の研究がどのようなものであったかを概観する。その上で，近

年行われた研究について，現代の産科学の定義に従い，妊娠初期

（妊娠16週未満），妊娠中期（妊娠16週～27週），妊娠後期（妊娠28

週以降）のそれぞれの時期に象徴的な身体変化や状況と関連させ

ながら，妊娠各期の心理面の様相について先行研究を整理する。

なお，妊娠期女性の心理面には，胎児の影響以外に，パートナー

やその他の家族の要因や女性が置かれている環境的要因や社会的

要因が複雑に絡み合っていると考えられるが，本研究においては，

妊娠期女性本人を対象とした研究を中心に焦点化し，議論を行う

こととする。

２．妊娠期の心理面を扱った古典的研究

１）否定的感情に着目した研究

　妊娠期の心理面を扱った研究は，1960年代頃からみられるが，

当初の研究の多くは，感情的適応の側面から検討されてきた（岡

本 , 2016）。妊娠期の不安とつわり症状との間には関連があること

（花沢 , 1977b），正常分娩群と異常分娩群の間に妊娠期の不安の違

いがあること（Gorsuch & Key, 1974）。妊娠に対してアンビバレ
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ントな態度を持つ群では，つわり症状がある人が有意に高いこと

（Chertok, 1972）等が示されている。また，花沢（1977b）はつわ

りの重さと胎児への愛着との関連を検討し，つわりが妊娠期女性

の母性発達指標のひとつになりうると考察している。このように，

妊娠期の心理面を扱った古典的研究は，妊娠に伴う身体変化と妊

娠期の否定的感情が関連する（浜・戸梶 , 1990）という立場から

検討されてきたが，妊娠期の身体変化や状況は，妊娠期の女性の

心理面のみに起因するものではないという点を留意する必要があ

る。

２）母性に着目した研究

　母性とは，母親の子に対する感情，行動，態度の背後にあって，

様々な養育行動を喚起し，維持する機能をもつ行動―情動複合体

であると定義されている（仁平・村井・村井 , 1986）。初めての妊

娠に伴う心理的適応を４期に分けて検討した Gloger-Tippelt

（1983）は，妊娠初期の混乱期を経て，妊娠８週目～19週目に母親

になるという事実に適応し始めると指摘している。近年，とりわ

け母親になるということへの適応については多様な形があること

が指摘されており（Stern, Bruschweiler-Stern, & Freeland, 1998 

北村訳 2012），Gloger-Tippelt（1983）のモデルについては更な

る議論が求められている。加えて，妊娠期の母性的反応を扱った

古典的研究として，足立・村井・岡田・仁平（1985）の研究があ

る。足立他（1985）は，妊娠期にある女性と育児期の女性の乳児

の泣き声の弁別能力について研究を行い，妊娠期にある女性の泣

き声の弁別は，育児期の女性とほぼ同様のものであることを示し

た。この結果について，繁多・大日向（1988）は，対象の妊娠期

女性が妊娠後期であったことを踏まえたとしても，乳児の泣き声

への関心は妊娠中にすでに高められていると指摘している。なお，

近年では，相手の健全な発達を促進するために用いられる共感性

と技能である養護性（小嶋 , 1989）という概念が広く用いられて

おり，これまでの母性の概念を生涯発達の観点からより広い概念

で捉えようとする試みが行われている。

３）古典的研究のまとめ

　妊娠期の心理面を扱った古典的研究は，感情的適応や母性の側

面から検討されてきた。これらの側面が研究の中心であった理由

について，岡本（2016）は，母親になるプロセスである妊娠期の

不適応は，妊娠期を健康に過ごすことの妨げになることから緊急

性が高く，その不適応を解消するという臨床的な貢献に重点が置

かれたからであると指摘している。例えば，妊娠期の感情的適応

や母性の側面が，出産後の育児や母親の状況に影響を与えること

が明らかにされている（Cohen & Slade, 2000）。すなわち，これ

らの古典的研究は妊娠期の心理変化そのものを研究するというよ

りも，妊娠期に起こる急激な身体変化から妊娠期の心理側面を理

解しようと試みたものが中心であったといえる。加えて，これま

で生物学的，医学的事象とみなされてきた妊娠について，動物で

はなく人間を対象に研究されたことは，これ以降の妊娠期の心理

面を扱った研究に重要な示唆を与えていると考えられる。

３．妊娠各期の心理

　妊娠期の心理面を扱った古典的研究は，妊娠後期を対象とした

ものが中心であったが，近年，妊娠初期や中期における心理面に

ついても明らかにされ始めている。また，妊娠期にわたる心理変

化を横断的や縦断的に捉えた研究も行われており，妊娠各期の心

理をより詳細に捉えることが可能になっている。これらの先行研

究では，妊娠期にある女性の心理面は妊娠期を通じて一定ではな

く，妊娠各期においてその様相が異なることが指摘されている

（堤・定月・石井・大平・大月，2008）。以下では，妊娠期を３つ

の時期に分け，それぞれの時期に象徴的な身体変化や状況と関連

させながら妊娠各期の心理面の様相について議論する。

１）妊娠初期

１－１　妊娠の受け止め

　妊娠は，女性たちにとって必ずしも幸福感のみを喚起する経験

ではない。たとえ望んだ妊娠であっても，妊娠の発覚は女性の生

活を大きく変える契機となり，「嬉しいけれど，もう少し夫婦二人

の生活を楽しみたかった」等のアンビバレントな感情が生起しや

すい（Trad, 1999）。例えば，柘植・菅野・石黒（2009）は妊娠の

受け止めについて，「嬉しかった」が最も多かったものの，「驚い

た」，「困惑した」，「心配した」と回答した女性も多いことを明ら

かにしている。また，「嬉しかった」と回答した人の約３割が「驚

いた」，「心配した」，「困惑した」等もともに選択していた。柘植

他（2009）の研究は，育児期の女性を対象にしたものであるが，

これらの結果を併せると妊娠の受け止めは，多くの女性にとって

アンビバレントなものであるといえる。この妊娠の受け止めにつ

いて Cohen & Slade（2000）は，相反する感情の間で揺れ動くと

いう不安定さが母親になるということに不可欠な経験のひとつで

あると指摘している。したがって，妊娠の受け止めがポジティブ

な感情のみでないことは，妊娠初期以降の心理適応において重要

な意味を持つといえる。

　一方で，妊娠が計画外であることは，妊娠の受け止めやその後

の妊娠の適応に課題が生じることが示されている（Rubin, 1984 

新藤・後藤訳 1997）。先述の柘植他（2009）においても，妊娠の

受け止めについて「困惑した」と回答した人のうち，計画外の妊

娠であった人は83.3％にのぼる。計画外の妊娠についての先行研

究は，主にキャリアに価値を置いている女性を対象にしたものお

よび若年妊娠の女性を対象にしたものがある。まず，キャリア途

上で妊娠が発覚した女性を対象に質的研究を行った天野・恵美須・

志村・岡田（2013）では，計画外の妊娠は，仕事や家族との間の

調整といった社会的な問題，自己の価値観の揺らぎという心理的

な問題，妊娠初期特有の体調不良という身体的な問題が重なり合

う状況が生じることが明らかにされている。加えて，妊娠の受け

止めは，その後の妊娠の継続に大きな影響を与える。特に19歳未

満の若年妊娠では，本人のみならず周囲がどのように妊娠を受け

止めるかが妊娠の継続への影響が大きい（砂川・田中 , 2012）。す

なわち，キャリアに価値を置いている女性と若年妊娠の女性は抱

える問題が異なる一方で，妊娠を予定していた女性とは異なる問

題や葛藤を抱えると考えられる。これらのことから，妊娠の受け

止めを検討する際，妊娠が計画外であったか否かを考慮すること

が必要であるといえる。

１－２　つわりが与える影響

　妊娠初期の身体変化としては，つわりがある。つわりは，妊婦

の50％～80％が経験し，６週間ほど続く（堤他 , 2008）。妊娠初期
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の女性にとって，つわりに伴う不快感や体調不良は妊娠期の困り

ごとの上位に挙げられる（行田他 , 2001）。また，妊娠期にある女

性が経験するストレッサーについて検討した湯舟（2012）は，つ

わりによる吐き気や不快感は多くの女性にとってストレッサーに

なり，慢性的な疲れや生活リズムの変化とともに，抑うつを高め

ると指摘している。つわりの原因は胎盤から分泌されるホルモン

の上昇によるものだと考えられているが，その機序については未

だ明らかになっていない。したがって，妊娠期にある女性の全て

が経験するわけではない点からもつわりへの心理的・社会的要因

の影響も無視できないと考えられる。

１－３　妊娠初期のまとめ

　以上のことから，妊娠初期にある女性の心理面を扱った研究は，

妊娠の受け止めおよびつわりに関するものが中心であった。妊娠

初期，とりわけ妊娠12週までの流産が流産全体の80％を占める（日

本産科婦人科学会 , 2008）。すなわち，妊娠初期の女性を対象とし

た研究には，特別な配慮が必要であると考えられる。また，妊娠

初期は，胎内の子どもの存在を十分に実感している女性は少ない

（Brazelton & Cramer, 1990）。これらのことが，妊娠初期の心理

面についての検討が十分ではない理由のひとつとして挙げられる

といえよう。

２）妊娠中期

２－１　胎動が与える影響（１）

　子どもについての具体的なイメージは，妊娠16週前後から始ま

る胎動を契機として急速に発達することが知られている（Lumly, 

1982）。Lumly（1982）では，妊娠初期は，胎内の子どもを人間

として認識していたのは30％のみであったが，妊娠中期には63％

に増加したと報告されている。また，初めての胎動の経験は，妊

娠期にある女性の胎児への愛着を増大させる（Condon, 1985）。さ

らに，Stern et al.（1998 北村訳 2012）によれば，妊娠中期にお

いて女性は胎動により「音楽に合わせてお腹を蹴るので音楽的セ

ンスが豊か」等，生まれてくる子どもについてのイメージをより

豊かに抱き，妊娠中期の終わりごろには最も詳しく描写される。

このような生まれてくる子どものイメージは，胎動への反応，す

なわち胎内の子どもへの言葉かけやお腹に触れる等の相互作用を

通じてさらに発達していく（Rubin 1984 新藤・後藤訳 1997）。こ

れらのことから，胎動は，妊娠期の心理変化の重要な契機になる

と考えられる。

２－２　親意識の芽生え

　胎動は，生まれてくる子どもについてのイメージの形成を助け，

母親としての自覚を促すことが示されている（岩田・山内・杉下 , 

1997）。榮（2004）は，妊娠期にある女性の母親としての意識の構

造を縦断的に検討している。その結果，妊娠中期の母親としての

意識は「不安感」，「自己成長感・子ども至上主義感」，「母親・育

児肯定感」，「制約感」の４次元から構成されていた。この４次元

は，妊娠期のその他の時期においても認められたが，妊娠中期に

おいては，妊娠初期と比較して「母親・育児肯定感」の説明力が

高まることが示されている。また，小泉・中山・福丸・無藤（2004）

は，妊娠中期を中心とする女性に対して，母親としての意識を調

査し，「自分の経験が豊かになるだろう」，「人を思いやる気持ちが

強くなるだろう」といった肯定的側面を意識する一方で，「子ども

に対してイライラすることが多くなるだろう」，「子どものために

自分の行動が制限されるだろう」という否定的な意識も有してい

ることを指摘している。さらに，澤田（2005）は，妊娠を契機と

した主観的変化について妊娠中期にある女性を対象に検討し，妊

娠期にある女性は「自己成長感」，「制約感」を感じていることを

示している。また，このような主観的変化は，生まれてくる子ど

ものイメージと関連しており，子どもに弱々しいイメージを持っ

ていると妊娠に対する制約感が高いことが明らかにされている。

その一方で，育児期を対象とした先行研究（柏木・若松 , 1994）

と比較すると妊娠期においては，育児期に見られるような明確な

人格的成長を感じるまでには至っておらず，萌芽的認識に留まっ

ていると指摘している。これらのことから，妊娠中期には親とし

ての意識が芽生える時期であるが，育児期が持つ親としての意識

とは必ずしも一致するわけではないといえる。

２－３　妊娠中期のまとめ

　以上のことから，妊娠中期では胎動という象徴的な出来事が，

生まれてくる子どもについてのイメージや親としての意識を芽生

えさせることが明らかにされている。母親としての新しい意識は

妊娠中のある時期に生じ，出産後より明確になる（Stern et al., 

1998 北村訳 2012）。とりわけ，子どもについてのイメージを膨ら

ませることは母親になることへの準備として重要な意味を持つこ

とが指摘されている（本島 , 2007）。しかし，胎動の経験が，全て

の女性にとって生まれてくる子どもについてのイメージや親意識

を芽生えさせる経験ではないことも指摘されており（堤他 , 2008），

この点については更なる慎重な議論が必要である。

３）妊娠後期

３－１　胎動が与える影響（２）

　胎動の時期やその認知には個人差があり，胎動についての研究

は妊娠後期にも認められる（鈴木・久慈 , 1995）。岡本・菅野・

根ヶ山（2003）は，妊娠中期から後期の女性の胎動日記を分析し

ている。その結果，胎動に基づく胎児への意味づけには，２つの

ターニング・ポイントが存在することが示されている。まず，第

一のターニング・ポイントは，妊娠29～30週であり，胎児の足に

ついての語りが増加するとともに，胎児を人間以外の存在として

いた記述が減少する。第二のターニング・ポイントは，妊娠33週

～34週であり，胎動を自分と胎児とパートナー等の第三者との三

者関係，もしくは外界の音等との三項関係の中で意味づけ始める

ことを明らかにしている。同様に，岡本他（2008）は，胎児日記

を用い，胎動を表すオノマトペ使用の変化を検討している。オノ

マトペとは，擬声語，擬音語，擬態語の総称であり（田守 , 2002），

妊娠後期においては，妊娠中期と比較してオノマトペの多様性よ

りも胎児を多様に意味づけるようになることが示されている。す

なわち，妊娠後期においては，動きそのものを示すオノマトペよ

りも胎児そのものについての記述が増加していた。これら２つの

研究を通して，岡本（2016）は，胎児がただ動くということより

も胎動に妊娠期の女性が応じること，女性やパートナーの声かけ

や外界の音に胎児が反応するといった原初的なやりとりが重要で

あると指摘している。以上のことから，妊娠中期から妊娠後期に

01 田中美帆②.indd   3 2016/12/14   10:56:47



（4）

－　　－4

わたり胎動が見られるが，これら２つの時期においては，胎動の

意味づけが異なるといえる。

３－２　生まれてくる子どもについてのイメージ

　妊娠中期とともに妊娠後期においても，女性は子どもの性格や

気質についてより具体的なイメージを持つことが指摘されている。

Zeanah, Zeanah, & Stewart（1990）は，妊娠後期にある女性の

92％が胎児の性格について，「活発な」，「おおらかな」，「社交的

な」といった具体的なイメージを有していると指摘している。し

かしながら，このような生まれてくる子どもについてのイメージ

の形成は，妊娠中期ですでにピークを迎えており，後期において

は徐々に停滞していく（本島 , 2007）。先述の岡本他（2003）の胎

児日記においても，出産が近づくにつれて日記の数は減少してい

る。イメージ形成の停滞が生じる理由について，Stern（1995 馬

場・青木訳 2000）は，生まれてくる子どもとの生活に向けてこれ

まで想像してきた子どもについてのイメージの形成を一度白紙に

して，整理することで，胎児に対する期待との落差から自らを守

ろうとするからであると指摘している。また，理想化された子ど

もについての想像が出産まで繰り返されたり，強すぎたりするこ

とは，現実の子どもが妊娠中に想像していたイメージと異なるこ

とに喪失感や失望感を覚え，不適応を起こす可能性もある（堤他 , 

2008）。特に，生まれてくる子どもが早産である場合，母親になる

女性は，子どもについてのイメージを白紙に戻す時間が十分では

なく，出産後の心理適応に困難を抱えることも指摘されている

（Stern et al., 1998 北村訳 2012）。これらのことから，妊娠後期に

生まれてくる子どもについてのイメージを停滞させ，整理するこ

とは，出産後の心理適応についても重要であると考えられる。

３－３　身体変化が与える影響

　妊娠後期には，女性の身体変化がより顕著になる。妊娠初期お

よび中期と比較しても，明らかにお腹が大きくなり重心も移動す

る。妊娠中の身体変化の受け止めについて検討した柘植他（2009）

は，「楽しかった」，「嬉しかった」，「面白かった」といった肯定的

な回答よりも，「しんどかった」，「辛かった」，「大変だった」とい

うような苦労について焦点を当てた回答のほうが多かったことを

報告している。また，妊娠期のストレッサーについて検討した湯

舟（2012）においても，「お腹が大きいことによる行動範囲の減

少」や「慢性的な疲れ」が妊娠期のストレッサーの上位に挙げら

れている。Cohen & Slade（2000）は，妊娠に伴う身体変化は，女

性の身体イメージを不安定にし，妊娠期女性の自己やアイデンティ

ティについての変化をもたらすと指摘している。大きくなるお腹

やそれに伴う体調の変化は，とりわけ妊娠後期の女性に妊娠して

いるという事実や母親になるという事実を突きつけ続ける。この

ような身体変化は親となることに必ずしも不可欠ではないが，母

親になることへの心理面に重要な役割を果たすといえよう。

３－４　妊娠後期のまとめ

　以上のことから，妊娠後期には，生まれてくる子どもについて

のイメージの変化や胎動，身体変化が心理面に影響を与えている

と考えられる。とりわけ，胎動や生まれてくる子どもについての

イメージは，妊娠中期においても取り上げられていたが，詳細な

イメージを有する中期と徐々にそのイメージを整理する後期では

その様相が異なることが明らかになった。妊娠後期は，物理的に

も心理的にも出産に向けた準備を行う。小嶋（2014）は，妊娠後

期の女性は，分娩経過や出産を乗り越えられるのかという点に不

安を感じていることを明らかにしている。このような出産の準備

やそれに伴う不安に対処するため，妊娠後期には中期とは異なる

心理面を持つと考えられる。

４．妊娠期の心理についての先行研究の課題と展望

１）先行研究の課題

　本論文では，妊娠期女性の心理面を扱った研究を概観してきた。

妊娠期女性の心理変化については，臨床的要請から主に感情面や

母性といった面から検討されてきた。また，急激なつわりや胎動

といった象徴的な身体現象に伴う，もしくは身体現象が契機とな

り心理変化が生じていることが明らかにされていた。しかしなが

ら，これら先行研究の多くは，妊娠期を母親になることの萌芽期

であるとし，妊娠期女性を胎児や生まれてくる子どもの発育に重

要な影響を与える要因の一つとして検討している。また，妊娠期

の心理面の変化は，感情，行動，思考，役割，価値観，人間関係

等多岐にわたることが指摘されているが（Stern et al., 1998 北村

訳 2012），実際には妊娠の受け止めといった感情や子どもについ

てのイメージ，親となることによる役割等の子どもの発達や育児

に関連する領域以外については必ずしも十分に検討されていると

はいえない。これは，先行研究が主に助産学，看護学の立場から

行われてきたことに起因しているといえる。

２）今後の展望

　妊娠期女性は，多重役割の中で生きている。個としての自分に

加え，妻としての自分，そして母親としての自分が加わりつつあ

る。先述の課題を踏まえると，これまでの妊娠期女性を対象とし

た研究は，主に母親としての自分に焦点が当てられており，個人

としての自分についておよび個人としての自分が持つ価値観等が

妊娠を経験することでどのような影響を受けるのかについては見

落とされている（神谷 , 2007）。また，先述の３つの多重役割はそ

れぞれが独立しあっているとは考えにくく，これらが相互に関連

しあっているという視点も重要であると考えられる。今後はこれ

らの点を踏まえた研究が必要であろう。
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